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尿管像を示し，右は全くその陰影を得.ず。プノイぞ
レyにも右腎のかすかな陰影を認めた。以上の結果
より右腎閉塞症と断定手術を施行するに，右腎は完
全に脂肪組織に埋包され，尿管は閉塞性で索状様硬
固であった。腎内面は略半量の競血を容し，皮質薄 
<，多数の結節，潰場を認、めた。短小腎は稀有とさ
れているが，これに加うるに崎型と結核とを合併せ
る斯る症例は，本邦に末だ例を見ず，些，考察を加
えてま立に報告する。 
61) メツケル憩室軸捻転による腸閉塞
原山嘉彦(富士電機病院〉
本邦に於ける 9例目として報告する。
症例 91才男子，初め虫回虫症として治療され他の
医師にて虫垂炎と云われ当科にて手術したところ，
癒着性虫垂炎及びメツケノL氏憩室がダグラス宮に炎
症性癒着を起し 360度時計四りに軸捻転し腸閉塞を
起していた。手術は癒着剥離し軸捻転を解除した所
血行障碍による菱化はメツケル氏憩室のみ留まるた
め頚部にて切除埋没縫合した。
尚本邦の 8報告例を検討した所，術前診断は不能
で畑虫症，重症虫垂炎，腸重積症の診断で開腹手術
している。
63) 興味ある経過を取った急性腔炎の 1例
高村良平(都志見病院〕
牒炎の成因に関するチトキナーゼ説は今日認めら
れているが，その第一次的原因は甚だ多数挙げられ
てし、る。その内，既往に胆嚢疾患を認めた報告は欧
米では少くないが本邦では少く，手術の際に胆嚢疾 
患を確め得たものは津田外科の 2例，塩田外科の 3
例があるに過ぎなし、。本症例は 21才男子，体格栄
養中等， 32年 5月末より，右季肋部痛あり，鶏卵大
の腫癌をふれる。胆嚢造影，十二指腸液検査にて胆
嚢炎としてペニシリン，ズ剤投与， 1週間で平熱，
昭和 27年より本年 10月迄 25例の「イレウス j手
術を経験した。 1_.，5才 6例， 5_.，10才 1例， 11~20 
才 3例， 21~30 才 5 例， 31~40 才 3 例， 41_.，50才 
6例， 71_.，80才 1例で最低は 4カ月の乳児の腫重積
症，最高は 80才の直腸癌であった。分類は癒着屈
折型  10例，索状物による絞経型 7例，腸管鼠頓症 3
例，腸重積症 3例，腸壁肥厚型 1例，痘箪性イレウ
ス 1例であった。 この内術後イレウスは 14例にみ
られたが，半数は虫垂切除術後に起って居り，小生
の全虫垂切除例 906例中 6例く0.66%) が術後イレ
ウスとして手術された。そして術後イレウスは術後 
1カ月，並びに 1カ年前後に多〈見られた。 25年術
例の手術々式は腸管議着剥離術 6，索状物切断術 6，
腸痩造設術 4，腸管切断術 4，腸管重積整復術 3，腸
管威頓整復術 1，迷走神経切断術 1であった。そし
て其の死亡例は腸重積症の 2例に見られたが，死亡
率は全体の 8%に相当した。 
66) 興味ある経過をたどる説癌の 1例について
久賀冬鯉(東金病院〉
両側性乳癌にて初訪時 (31年 5月〉既に右乳房脱
落し潰場形成，服宵，鎖骨上寵に転移巣を認められ
た患者にナイトロミン 9本施行し，その後現在まで
連続的にプロチJ コデイン液を投薬し経過を見るに 
漸次以前から発現せる胸内苦悶，胸痛，咳噺;等の症
状軽快を認め，更に病巣転移巣の縮少等，興味ある
経験を得たので、発表した次第で、す。尚今後更に経過
を観察し次の機会に発表したいと思っている。
67) 胃下垂症の検討

植竹光一(植竹病院〉 

在来胃下垂症と称せられているもの L本態は種々
の原因により起る胃腸の機能低下乃至は機能障碍で
あり，その根底をなすものは慢性胃炎，肝疾患，牒
疾患、，蜘虫，十二指腸虫等であって，それ等を有す
疹痛消失，十二指腸、液清浄化を認む。その後~'1 1 週'る人がレ線検査の際に胃の下垂を伴っている場合に
聞にて心宵部痛を発し，高熱となる。庄痛点は 2日
間に次第に左方に拡大，白血球数 21，000，尿ヂアス
ターゼ 1024倍を越え急性跨炎の診断にて開腹，跨
は全長暗紫色，膨隆し多少の脂肪壊死あり，胆嚢
は十二指腸に癒着，や L肥厚するも胆石を認めず，
捧被膜を切開し， ドレナージを行うにと Yめ，術後 
3週間で全治した。全経過約 50目。 
64) 1イレウス Jの 25手術例
深町信一(柏市深町医院〉  
附せられる診断名であると考える。従ってその症状
の強弱は胃の下垂の程度とは必ずしも一致するもの
ではなし、。それ故治療に当つては，胃を挙上する事
のみに拘泥する事はなし、。要は，胃腸機能を Ums-
timmenし胃腸を最も働き易い状態に置く事であ
る。これには植竹式胃下重帯が非常なる優秀性を示
す，即ち胃を挙上する事以上に胃腸を働き易い状態
に置くと L、う点で非常に優れていると考える。大多
数の患者には畑虫，十二指腸虫の駆除を併せ行わな
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し、と胃下垂症が治らないとし、う事等も胃腸を働き易
し、状態に置く事，即ち Umstimmenする事の第一
歩がこ与にあるからであると考える。 
68) 慢性便秘症と結腸壁組織学的態度

今井五郎(横浜市大外科〉

過去 8年間に慢性便秘症患者 49例を外科的に処
置し， 著効，効併せて 94%，無効  6%の成績を得 
た。外科的処置を結腸切除吻合と交感神経手術とに
大別しその適応決定の根本的研究として結腸壁の組
織特に神経細胞の態度を報告する。アウエノLノごツハ 
神経叢の神経細胞の密化を要約すると次の様にな
る。
(1)大型神経細胞は核のグロマチ y濃縮， (2)細 
胞形質ではミトコシドリアの崩壊， (3)コソレディー
氏内網装置の断裂， (4)ニッスノL物質のチグロ v-
ゼ， (5)粗大色素頼粒の出現， (6)細胞形質の空胞 
化， (7)小型神経細胞の減少叉は消失， (8)グリオ
ージス，但しマイスネノL神経叢では著斐を認めな  
以上の愛化は本症の原因か結果かその決定は困難
であるが，少くとも高度の~化の時は結腸広範切
8も
除，軽度の時は交感神経切除で充分であり，その適
応決定には慎重なるを要する。
69) 胃手術中興昧ある症例について 
大倉正二郎〈市立横須賀病院〉
胃手術例中比較的興味ありと思われるものの中か
ら，次の項目について述べた。
A)病巣数の重複。之について癌と潰場の共存
例， 2ケの相近接した癌性潰場，及び原発性胃重複
癌の症例を例示した。
B)家族関係。姉弟 3人潰場手術例と老人夫婦に
相次し、で発症した胃癌に共に胃全別を施した例につ
いて述べた。
C)性器転移。女性の場合として Kruckenberg
氏腫癌の 1例をあげ，男性の場合では胃癌手術後 3
年にして男性性器に転移した例をあぐ。
D)特殊穿孔。稀有のものとして牌動脈血栓に依
る胃噴門部及び牌壊症の 1例，並びに胃の Reticu-
loseに依るものとをあげた。 
E)再開腹。 7年前胃潰療の為宮城氏法施行した
患者の悪性循環症例，及び胃潰療と肝硬~症との共
存例について再開腹した所見について述べた。 
